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五
條
市
議
会
第
２
回
６
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
30
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
に

開
会
、
会
期
を
6
月
22
日
ま
で
の
19
日
間
と
決
定
し
、

初
日
に
市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
不
当
要
求
行
為
等
防
止

条
例
の
制
定
を
始
め
、
五
條
市
重
度
心
身
障
害
老
人

等
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
30
年
度
五

條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
五
條
市
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
は
、
五
條
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
地
域
材
の
利
用
拡
大

推
進
を
求
め
る
意
見
書
並
び
に
、
住
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
・
向
上

と
自
治
体
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
地
位
・
待
遇
改
善

を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審

議
を
行
う
と
と
も
に
、
10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、
６
月
21
日
に
議
事
日
程
を
終
了
し
閉
会
し
ま

し
た
。

　

真
夏
の
暑
さ
が
連
日
続
き
ま 

す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

６
月
に
大
阪
府
北
部
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
７
月

に
は
豪
雨
が
広
範
囲
に
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

五
條
市
で
は
毎
年
７
月
に
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も

作
成
・
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も

今
一
度
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

直
し
た
り
、
家
族
と
防
災
に
つ

い
て
話
を
す
る
機
会
を
も
つ
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

我
々
議
員
も
今
ま
で
以
上
に

防
災
を
意
識
し
て
、
地
域
の
た

め
に
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
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16定例会の概要1

　住民の安全・安心を守るため公務公共サ
ービスの拡充・向上と自治体臨時・非常勤
職員の地位・待遇改善を求める意見書

　平成２９年５月に会計年度任用職員制度
の導入を柱とする地方公務員法及び地方自
治法が改正され、平成３２年４月に施行さ
れます。地方自治体に働く臨時・非常勤職
員は全国で６５万人を超え、臨時・非常勤
職員なしには自治体行政は１日たりとも運
営できないといっても過言ではありません。
　民間企業に働く非正規雇用労働者では、
平成３０年４月から労働契約法第１８条に
基づく無期雇用への転換請求が始まります。
一方で、公務に働く臨時・非常勤職員には
労働契約法が適用されず、任用であること
を根拠に、「いつまでも非正規、いつでも
雇い止め可能」な劣悪かつ不安定な状態に
おかれています。これは改正地公法・自治
法施行後も変わるものではありません。
　つきましては、住民の安全・安心を守り、
公務公共サービスの拡充・向上と自治体の
臨時・非常勤職員の身分の安定、地位の向
上をはかるため、下記の項目について強く
要望いたします。

                                       記

１　臨時・非常勤職員の賃金・労働条件の
　改善に必要な地方自治体の財源を確保す
　ること。
２　勤務時間による賃金・労働条件の格差
　を解消する地方自治法改正を速やかに実
　施すること。
３　「任期の定めのない常勤職員を中心と
　した公務運営」原則を堅持するため、本
　格的業務を担う臨時・非常勤職員を任期
　の定めのない正規職員として採用する仕
　組みを整備すること。

    　以上、地方自治法第９９条の規定によ
　り提出する。

　平成３０年６月２１日　　 五 條 市 議 会

    　　　地域材の利用拡大推進を求める意見書
　　　
　戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、山
林に広がる豊富な森林資源を循環利用し、林業の成長産
業化を実現するためには、地域材の安定供給体制の構築
に加え、新たな木材需要の創出を図ることが重要です。
　このため、「新たな森林管理システム」の下で意欲と
能力のある経営体に森林の経営・管理を集積・集約化し、
木材を低コストで安定供給をするための条件整備、木材
産業の競争力強化、木材利用拡大のための施設整備など、
川上から川下までの取組を総合的に推進する必要があり
ます。
　また、低層公共建築物の６割以上を占める民間部門が
主導する公共建築物の木造化・木質化や、「地域内エコ
システム」構築による、木質バイオマス等のエネルギー
利用などを進める必要があることから、政府におかれて
は、下記の項目を実現するよう強く要望します。   
                            
　　　　                                記

１　公共建築物の木造化・内装木質化への森林環境譲与
　税（仮称）の活用にあたって、地方公共団体における
　基金化や森林地域と都市との連携による木材供給など
　の取組が円滑に進められるよう、情報提供や助言等を
　積極的に行うこと。
２　公共建築物の整備に関する関係省庁の補助事業にお
　いて、木材利用を行う施設に係る補助率のかさ上げ、
　基準単価の見直し、優先採択等の取組を推進すること。
３　中高層、中大規模の木造公共建築物が都市部を含め
　て普及されるよう、ＣＬＴ（直交集成板）や木質耐火
　部材等の新たな木質部材に関する技術開発や人材育成
　に対する支援の拡充を図ること。
４　病院や介護施設、保育園、学校等を経営する民間事
　業者が、施設整備にあたって木材を積極的に利用する
　ようになることが重要であり、このため、木材が持つ
　調湿機能やリラックス効果、衝撃吸収性などの特性を
　普及するとともに、それぞれの施設における効果的で
　望ましい木材利用のあり方について経営者、設計者、
　デザイナー、施行者等が参画して検討・検証を行う取
　組を進めること。
５　木材製品を安定的・効率的に供給するために、木材
　加工流通施設を整備するとともに、木材利用を拡大す
　るために、発電利用や熱利用で活用できる木質バイオ
　マス利用促進施設を整備し、木材産業の競争力強化を
　図ること。

  　以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

　　平成３０年 ６ 月２１日　　　 五 條 市 議 会
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3 一般質問 2一般質問

（デイジー教科書）

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

（
学
校
適
正
化
事
業
に
つ
い
て
）

山
口　
「
学
校
適
正
化
」
と
「
認

定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
」
は
、

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
、

少
子
化
対
策
や
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
重
要
な
施
策
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
早
期
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
る
が

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　

二
つ
の
基
本
計
画

（
案
）
は
、
当
初
３
月
に
策
定

の
予
定
を
し
て
い
た
が
、
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
協
議
を

重
ね
７
月
中
旬
に
公
表
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

（
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
）

山
口　

通
級
指
導
教
室
の
目
的

は
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を

改
善
ま
た
は
克
服
す
る
こ
と
で

あ
る
。
現
在
、
一
校
の
小
学
校

で
実
施
さ
れ
、
私
は
二
度
教
室

を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
中
学
校
に
も
通
級
指

導
教
室
が
必
要
と
考
え
る
が
、

設
置
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長　

本
市
の
通
級
指
導

教
室
に
通
う
児
童
は
28
名
、
市

内
小
学
校
で
は
①
児
童
が
在
学

す
る
学
校
に
お
い
て
指
導
を
受

け
る
「
自
校
通
級
」
、
②
他
の

学
校
に
週
に
何
時
間
か
定
期
的

に
通
級
し
、
指
導
を
受
け
る

「
他
校
通
級
」
、
③
指
導
担
当

教
員
が
該
当
す
る
児
童
が
い
る

学
校
に
赴
き
、
巡
回
し
て
行
う

「
訪
問
巡
回
指
導
」
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
中
学
校
で
は
設

置
し
て
い
な
い
。

教
育
長　

今
指
導
を
受
け
て
い

る
児
童
が
中
学
校
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
を
考
え
、
県
に
要
望

し
、
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

山
口　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
、
地
区
公
民
館
は
老
朽
化
し
、

ト
イ
レ
も
洋
式
で
は
な
い
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
、

耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
公
民
館

が
多
く
あ
る
。
健
康
寿
命
を
延

ば
す
教
室
が
多
く
開
か
れ
て
い

る
会
場
の
改
善
が
必
要
と
考
え

る
が
、
現
状
・
改
善
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

新
耐
震
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
の
は
、
中
央
公

民
館
を
は
じ
め
地
区
公
民
館
で

６
館
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
る
の
は
７
館
、
さ
れ
て
い

な
い
の
は
11
館
で
あ
る
。

　

改
修
等
に
つ
い
て
は
、
館
長

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
順
次
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
緊

急
性
や
必
要
性
を
考
慮
し
、
施

設
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

山
口　

本
市
に
お
い
て
も
人
口

が
流
失
し
て
お
り
、
一
戸
で
も

多
く
市
民
に
提
供
が
出
来
る
こ

と
、
ま
た
民
法
が
改
正
と
な
り
、

市
営
住
宅
入
居
に
際
し
て
連
帯

市
の
活
性
化
つ
い
て

窪　

五
條
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
整
備
及
び
利
用
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
振
興
拠

点
整
備
基
本
計
画
を
策
定
、
同

施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
調
査

も
完
了
し
た
。

窪　

基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
東
側
の
国
道
３
１

０
号
沿
い
を
計
画
区
域
と
し
て

い
る
。
施
設
を
分
散
配
置
す
る

分
散
型
、
施
設
を
あ
る
程
度
集

約
す
る
こ
と
で
利
便
性
に
配
慮

し
た
ゲ
ー
ト
型
、
施
設
を
一
体

型
と
す
る
集
約
型
の
３
タ
イ
プ

の
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た

計
画
で
あ
る
。

窪　

単
な
る
買
物
客
や
ト
イ
レ

休
憩
だ
け
の
道
の
駅
で
は
飽
き

ら
れ
て
し
ま
う
。

　

奈
良
県
南
部
の
活
性
化
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
自
然

環
境
を
活
用
し
た
五
條
に
来
て

遊
ん
で
帰
る
。
遊
び
の
た
め
五

條
に
来
る
施
設
を
考
え
る
こ
と

が
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

奈
良
県
南
部
の
玄
関
口

と
し
て
、
五
條
市
の
観
光
周
遊

の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

考
え
、
民
間
活
力
を
仰
ぎ
、
官

民
連
携
の
魅
力
あ
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
。

窪　

事
業
を
進
め
る
に
も
チ
ャ

ン
ス
・
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
で

あ
る
。
市
民
が
活
性
化
の
た
め
、

望
ん
で
い
る
今
の
時
期
が
重
要

で
あ
る
。

防
災
行
政
に
つ
い
て

窪　

防
災
行
政
無
線
の
利
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

防
災
行
政
無
線

は
試
験
放
送
も
終
わ
り
、
災
害

に
関
す
る
緊
急
情
報
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
と
連
動
し
、
緊
急
地
震
速
報

や
気
象
等
の
特
別
警
報
、
有
事
関

連
情
報
を
放
送
し
て
い
る
。

　

今
後
、
防
犯
に
関
す
る
不
審
者

情
報
、
市
民
の
安
全
、
安
心
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
有
効
利
用
で
き

る
情
報
に
関
し
て
利
活
用
す
る
こ

と
を
研
究
し
て
い
く
。

窪　

防
災
行
政
無
線
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
子
供
・
児
童
に
も
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
大
人

が
聞
き
漏
ら
し
た
情
報
を
伝
え
る

役
目
を
す
る
。

　

本
市
と
隣
接
す
る
橋
本
市
・
大

淀
町
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

橋
本
市
は
緊
急
時

の
放
送
と
正
午
・
午
後
５
時
の
時

報
、
振
り
込
め
詐
欺
、
不
審
者
情

報
、
地
区
の
清
掃
活
動
等
の
情
報
、

大
淀
町
は
緊
急
時
の
放
送
と
正
午

午
後
５
時
の
時
報
を
放
送
し
て
い

る
。

窪　

防
災
行
政
無
線
の
機
能
性
を

生
か
し
、
緊
急
の
場
合
、
地
域
別

利
活
用
も
検
討
さ
れ
た
い
。

窪　

避
難
時
の
災
害
弱
者
支
援
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
は
完
成
し
、
随
時

更
新
、
避
難
支
援
者
関
係
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

窪　

重
要
な
こ
と
は
、
支
援
者
ご

と
の
個
別
の
避
難
計
画
の
作
成
で

あ
る
。
災
害
弱
者
は
誰
が
支
援
に

来
て
く
れ
る
の
か
、
避
難
し
た
い

と
き
、
ど
こ
の
誰
に
連
絡
を
入
れ

た
ら
よ
い
の
か
不
安
で
あ
る
。
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

支
援
者
個
別
の
避

難
計
画
の
策
定
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
一
歩
ず
つ
進
め
る
。
地
区

の
民
生
委
員
・
自
治
会
・
自
主
防

災
組
織
と
相
談
し
な
が
ら
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
会
合
等
で
支
援
者
個

別
の
避
難
計
画
に
つ
い
て
危
機
管

理
部
局
と
連
携
し
協
力
を
求
め
て

い
く
。

窪　

地
域
の
協
力
を
求
め
計
画
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・

（
老
朽
化
し
た
公
民
館
に
つ
い
て
）

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
方
の

条
例
改
正
を
目
的
と
し
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

現
在
、
空
き

家
で
入
居
可
能
戸
数
は
、
41
戸

（
要
修
繕
戸
数
含
む
）
で
あ
り
、

今
年
度
修
繕
し
、
10
戸
を
11
月

頃
に
入
居
募
集
を
予
定
し
て
い

る
。
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢

者
や
、
多
様
に
住
宅
が
提
供
出

来
る
公
営
住
宅
の
目
的
を
踏
ま

え
、
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を

削
除
し
た
と
の
国
土
交
通
省
通

達
が
来
て
い
る
。
今
後
、
県
、

他
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

１　

防
災
機
能
に
つ
い
て

　
　

①
指
定
避
難
所
の
施
設
・
設

　
　
　

備
の
老
朽
化
と
備
品
に
つ

　
　
　

い
て

　
　

②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

　
　
　

置
に
つ
い
て

　
　

③
地
区
防
災
計
画
と
市
民
の

　
　
　

防
災
意
識
向
上
に
つ
い
て

２　

公
会
計
に
つ
い
て

　
　

①
取
組
の
現
状
と
今
後
の
活

　
　
　

用
に
つ
い
て

　
　

②
固
定
資
産
台
帳
の
活
用
に

　
　
　

つ
い
て

３　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

①
平
成
29
年
度
の
利
用
状
況

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

②
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ

　
　
　

い
て



3 一般質問 2一般質問

（デイジー教科書）

一
般
質
問

　

定
例
会
で
は
、
議
案
に
関
係
な
く
市
の
一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
質
問
と

い
い
、
以
下
質
問
順
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

（
学
校
適
正
化
事
業
に
つ
い
て
）

山
口　
「
学
校
適
正
化
」
と
「
認

定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
」
は
、

子
供
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
、

少
子
化
対
策
や
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
重
要
な
施
策
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
早
期
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
る
が

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　

二
つ
の
基
本
計
画

（
案
）
は
、
当
初
３
月
に
策
定

の
予
定
を
し
て
い
た
が
、
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
協
議
を

重
ね
７
月
中
旬
に
公
表
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

（
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
）

山
口　

通
級
指
導
教
室
の
目
的

は
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を

改
善
ま
た
は
克
服
す
る
こ
と
で

あ
る
。
現
在
、
一
校
の
小
学
校

で
実
施
さ
れ
、
私
は
二
度
教
室

を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
、
中
学
校
に
も
通
級
指

導
教
室
が
必
要
と
考
え
る
が
、

設
置
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長　

本
市
の
通
級
指
導

教
室
に
通
う
児
童
は
28
名
、
市

内
小
学
校
で
は
①
児
童
が
在
学

す
る
学
校
に
お
い
て
指
導
を
受

け
る
「
自
校
通
級
」
、
②
他
の

学
校
に
週
に
何
時
間
か
定
期
的

に
通
級
し
、
指
導
を
受
け
る

「
他
校
通
級
」
、
③
指
導
担
当

教
員
が
該
当
す
る
児
童
が
い
る

学
校
に
赴
き
、
巡
回
し
て
行
う

「
訪
問
巡
回
指
導
」
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
中
学
校
で
は
設

置
し
て
い
な
い
。

教
育
長　

今
指
導
を
受
け
て
い

る
児
童
が
中
学
校
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
を
考
え
、
県
に
要
望

し
、
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

山
口　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
、
地
区
公
民
館
は
老
朽
化
し
、

ト
イ
レ
も
洋
式
で
は
な
い
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な
い
、

耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
公
民
館

が
多
く
あ
る
。
健
康
寿
命
を
延

ば
す
教
室
が
多
く
開
か
れ
て
い

る
会
場
の
改
善
が
必
要
と
考
え

る
が
、
現
状
・
改
善
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

新
耐
震
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
の
は
、
中
央
公

民
館
を
は
じ
め
地
区
公
民
館
で

６
館
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
る
の
は
７
館
、
さ
れ
て
い

な
い
の
は
11
館
で
あ
る
。

　

改
修
等
に
つ
い
て
は
、
館
長

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
順
次
整

備
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
緊

急
性
や
必
要
性
を
考
慮
し
、
施

設
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

山
口　

本
市
に
お
い
て
も
人
口

が
流
失
し
て
お
り
、
一
戸
で
も

多
く
市
民
に
提
供
が
出
来
る
こ

と
、
ま
た
民
法
が
改
正
と
な
り
、

市
営
住
宅
入
居
に
際
し
て
連
帯

市
の
活
性
化
つ
い
て

窪　

五
條
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
整
備
及
び
利
用
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
振
興
拠

点
整
備
基
本
計
画
を
策
定
、
同

施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
調
査

も
完
了
し
た
。

窪　

基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

五
條
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
東
側
の
国
道
３
１

０
号
沿
い
を
計
画
区
域
と
し
て

い
る
。
施
設
を
分
散
配
置
す
る

分
散
型
、
施
設
を
あ
る
程
度
集

約
す
る
こ
と
で
利
便
性
に
配
慮

し
た
ゲ
ー
ト
型
、
施
設
を
一
体

型
と
す
る
集
約
型
の
３
タ
イ
プ

の
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た

計
画
で
あ
る
。

窪　

単
な
る
買
物
客
や
ト
イ
レ

休
憩
だ
け
の
道
の
駅
で
は
飽
き

ら
れ
て
し
ま
う
。

　

奈
良
県
南
部
の
活
性
化
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
自
然

環
境
を
活
用
し
た
五
條
に
来
て

遊
ん
で
帰
る
。
遊
び
の
た
め
五

條
に
来
る
施
設
を
考
え
る
こ
と

が
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

奈
良
県
南
部
の
玄
関
口

と
し
て
、
五
條
市
の
観
光
周
遊

の
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

考
え
、
民
間
活
力
を
仰
ぎ
、
官

民
連
携
の
魅
力
あ
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
。

窪　

事
業
を
進
め
る
に
も
チ
ャ

ン
ス
・
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
で

あ
る
。
市
民
が
活
性
化
の
た
め
、

望
ん
で
い
る
今
の
時
期
が
重
要

で
あ
る
。

防
災
行
政
に
つ
い
て

窪　

防
災
行
政
無
線
の
利
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

防
災
行
政
無
線

は
試
験
放
送
も
終
わ
り
、
災
害

に
関
す
る
緊
急
情
報
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
と
連
動
し
、
緊
急
地
震
速
報

や
気
象
等
の
特
別
警
報
、
有
事
関

連
情
報
を
放
送
し
て
い
る
。

　

今
後
、
防
犯
に
関
す
る
不
審
者

情
報
、
市
民
の
安
全
、
安
心
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
有
効
利
用
で
き

る
情
報
に
関
し
て
利
活
用
す
る
こ

と
を
研
究
し
て
い
く
。

窪　

防
災
行
政
無
線
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
子
供
・
児
童
に
も
親
近
感
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
大
人

が
聞
き
漏
ら
し
た
情
報
を
伝
え
る

役
目
を
す
る
。

　

本
市
と
隣
接
す
る
橋
本
市
・
大

淀
町
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

橋
本
市
は
緊
急
時

の
放
送
と
正
午
・
午
後
５
時
の
時

報
、
振
り
込
め
詐
欺
、
不
審
者
情

報
、
地
区
の
清
掃
活
動
等
の
情
報
、

大
淀
町
は
緊
急
時
の
放
送
と
正
午

午
後
５
時
の
時
報
を
放
送
し
て
い

る
。

窪　

防
災
行
政
無
線
の
機
能
性
を

生
か
し
、
緊
急
の
場
合
、
地
域
別

利
活
用
も
検
討
さ
れ
た
い
。

窪　

避
難
時
の
災
害
弱
者
支
援
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
作
成
は
完
成
し
、
随
時

更
新
、
避
難
支
援
者
関
係
者
に
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

窪　

重
要
な
こ
と
は
、
支
援
者
ご

と
の
個
別
の
避
難
計
画
の
作
成
で

あ
る
。
災
害
弱
者
は
誰
が
支
援
に

来
て
く
れ
る
の
か
、
避
難
し
た
い

と
き
、
ど
こ
の
誰
に
連
絡
を
入
れ

た
ら
よ
い
の
か
不
安
で
あ
る
。
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
監　

支
援
者
個
別
の
避

難
計
画
の
策
定
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
一
歩
ず
つ
進
め
る
。
地
区

の
民
生
委
員
・
自
治
会
・
自
主
防

災
組
織
と
相
談
し
な
が
ら
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

あ
ん
し
ん
福
祉
部
長　

民
生
委
員
、

児
童
委
員
の
会
合
等
で
支
援
者
個

別
の
避
難
計
画
に
つ
い
て
危
機
管

理
部
局
と
連
携
し
協
力
を
求
め
て

い
く
。

窪　

地
域
の
協
力
を
求
め
計
画
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・

（
老
朽
化
し
た
公
民
館
に
つ
い
て
）

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
方
の

条
例
改
正
を
目
的
と
し
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

現
在
、
空
き

家
で
入
居
可
能
戸
数
は
、
41
戸

（
要
修
繕
戸
数
含
む
）
で
あ
り
、

今
年
度
修
繕
し
、
10
戸
を
11
月

頃
に
入
居
募
集
を
予
定
し
て
い

る
。
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢

者
や
、
多
様
に
住
宅
が
提
供
出

来
る
公
営
住
宅
の
目
的
を
踏
ま

え
、
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を

削
除
し
た
と
の
国
土
交
通
省
通

達
が
来
て
い
る
。
今
後
、
県
、

他
市
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

１　

防
災
機
能
に
つ
い
て

　
　

①
指
定
避
難
所
の
施
設
・
設

　
　
　

備
の
老
朽
化
と
備
品
に
つ

　
　
　

い
て

　
　

②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

　
　
　

置
に
つ
い
て

　
　

③
地
区
防
災
計
画
と
市
民
の

　
　
　

防
災
意
識
向
上
に
つ
い
て

２　

公
会
計
に
つ
い
て

　
　

①
取
組
の
現
状
と
今
後
の
活

　
　
　

用
に
つ
い
て

　
　

②
固
定
資
産
台
帳
の
活
用
に

　
　
　

つ
い
て

３　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

①
平
成
29
年
度
の
利
用
状
況

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

②
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ

　
　
　

い
て



５ 一般質問 ４一般質問

指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
に
つ

い
て

吉
田　

大
塔
ふ
る
里
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
の
中
の
、
大
塔
ふ

れ
あ
い
交
流
館
の
部
分
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

　

大
塔
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
は

レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
部
門
を
一

時
休
業
し
、
適
正
な
人
員
配
置

に
よ
る
経
費
削
減
を
行
う
と
い

う
計
画
書
を
本
年
３
月
に
確
認

し
た
が
、
現
状
で
は
一
部
変
更

と
な
っ
て
い
る
。
い
つ
協
議
さ

れ
、
決
定
し
た
の
か
を
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

大
塔
ふ
れ
あ

い
交
流
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
指

定
管
理
者
計
画
の
変
更
計
画
書

を
４
月
20 
日
に
受
理
し
て
い
る
。

吉
田　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
備
品
に

故
障
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。
大
塔
ふ
れ
あ
い
交
流

館
に
つ
い
て
は
レ
ス
ト
ラ
ン
部

門
と
温
泉
部
門
は
セ
ッ
ト
で
あ

る
の
で
、
年
間
を
通
し
た
計
画

を
立
て
て
営
業
す
る
こ
と
を
条

件
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

吉
田　

新
庁
舎
建
設
事
業
の
工

事
用
車
両
の
通
行
に
つ
い
て
、

資
機
材
の
搬
入
等
工
事
関
係
車

両
の
通
行
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
日
あ
た
り
の
通
行
量

調
査
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

市
道
旧
岡
中

線
３
か
所
に
お
い
て
、
平
日
・

土
曜
日
で
調
査
を
行
い
、
平
日

は
１
，６
６
２
台
、土
曜
日
は
１
，

３
９
４
台
と
な
っ
て
い
る
。
通

行
量
の
多
い
時
間
帯
は
午
前
７

時
か
ら
９
時
、
午
後
５
時
か
ら

６
時
で
あ
る
。

吉
田　

地
元
車
両
、
一
般
車
両
、

工
事
用
車
両
と
の
調
整
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

工
事
用
車
両

の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
工
事
業
者
と
打
合
せ
し
調

整
を
行
い
、
特
に
残
土
、
資
材

等
の
搬
出
入
に
お
け
る
大
型
車

両
に
つ
い
て
は
、
工
事
用
ス
テ

ッ
カ
ー
等
の
表
示
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

吉
田　

何
事
に
対
し
て
も
計
画

性
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

民
泊
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

吉
田　

本
市
に
お
け
る
民
泊
の

条
例
制
定
に
つ
い
て
、
６
月
15

日
か
ら
新
民
泊
法
が
施
行
さ
れ

る
が
、
五
條
市
で
の
届
出
に
つ

い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

奈
良
県
観
光

局
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
宿
泊
戦
略

室
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
年

５
月
末
現
在
奈
良
県
に
お
け
る

届
出
は
９
件
、
五
條
市
か
ら
の

届
出
は
０
件
と
な
っ
て
い
る
。

吉
田　

五
條
市
で
の
民
泊
の
条

例
制
定
に
つ
い
て
、
県
と
別
途

新
民
泊
法
に
対
す
る
条
例
制
定

を
考
え
て
い
る
の
か
、
県
に
準

ず
る
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長　

県
で
は
６
月

15
日
に
奈
良
県
住
宅
宿
泊
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
規
制
対
象
区
域

が
奈
良
市
を
除
く
県
内
全
域
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
県
の
条
例

に
基
づ
い
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

吉
田　

違
法
な
宿
泊
施
設
の
可

能
性
な
ど
に
対
し
て
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

県
の
条
例
施

行
後
も
状
況
や
動
向
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
県
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

吉
田　

市
民
か
ら
の
情
報
収
集

も
含
め
、
警
察
と
連
携
し
て
犯

罪
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
す
る
。

観
光
地
周
辺
整
備
に
つ
い
て

伊
谷　

５
月
28
日
・
29
日
両
日

に
わ
た
り
天
理
教
災
害
救
援
ひ

の
き
し
ん
隊
に
よ
る
榮
山
寺
遊

歩
道
整
備
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

県
に
よ
る
榮
山
寺
西
側
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
合
わ
せ
た
周
辺
整

備
等
の
取
組
予
定
に
つ
い
て
伺

う
。          

都
市
整
備
部
長　

県
道
五
條
吉

野
線
の
通
学
の
安
全
性
確
保
の

面
で
も
、
県
と
本
市
の
地
域
包

括
協
定
に
お
い
て
、
東
地
区
エ

リ
ア
の
検
討
を
行
い
、
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

伊
谷　

行
政
情
報
を
市
民
の
皆

様
に
ス
マ
ー
ト
か
つ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
発
信
す
る
た
め
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
活
用
に
取
り
組
ん
で
み

る
の
も
市
の
魅
力
を
見
え
る
化

の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
考
え
ら
れ

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

各
部
局
の
状
況
及
び
取
組
に
つ

い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充

実
に
つ
い
て

伊
谷　

健
康
志
向
と
と
も
に
サ

イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
人
気
も
年
々

高
ま
り
、
環
境
的
に
も
良
い
事

だ
と
思
う
。
市
内
観
光
地
・
公

共
施
設
等
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

ク
ラ
ッ
ク
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長

設
置
可
能
な

場
所
に
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
ラ
ッ

ク
を
設
置
し
て
ま
い
り
た
い
。

伊
谷　

奈
良
県
の
「
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
や
さ
し
い
奈
良
」
を
本

市
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
な

取
組
の
検
討
が
必
要
と
思
う
。

各
部
・
各
課
が
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
進
め
ば
良
い
が
、
総
合

的
な
役
割
を
行
う
部
署
が
必
要

か
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

市
長
公
室
長　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

や
さ
し
い
取
組
が

実
施
で
き
る
よ
う
、

総
合
窓
口
と
な
る

部
署
の
明
確
化
を

全
庁
的
に
検
討
し

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

伊
谷　

五
條
市
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
な
ら
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

「
自
転
車
の
休
憩
所
」
へ
の
登

録
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　

登
録
及
び
情

報
の
掲
載
に
向
け
て
準
備
を
行

っ
て
い
る
。

伊
谷　

前
回
の
一
般
質
問
で
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
コ
ア
と
し
た
集

客
が
で
き
る
よ
う
な
拠
点
施
設

を
整
備
、
将
来
的
に
拡
張
性
を

踏
ま
え
た
計
画
・
企
画
を
作
成

し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

地
域
活
性
化

・
災
害
対
応
・
多
く
の
人
々
が

訪
れ
て
く
れ
る
施
設
を
基
本
に

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

伊
谷　

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
コ
ア
と

し
た
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
に
も
理
解
を
得
る
に
は
公

的
な
役
割
も
大
変
重
要
か
と
思

わ
れ
る
。
特
に
本
市
は
紀
伊
半

島
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
教
訓

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
利

活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

災
害
救
助
犬

等
の
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
機
動
力
の
あ
る
人

命
救
助
体
制
を
構
築
し
た
い
。

伊
谷　

災
害
時
は
飼
い
主
と
と

も
に
ペ
ッ
ト
も
被
災
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
ペ
ッ
ト
避
難
所
と

し
て
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
環
境
部
長　

ド
ッ
グ
ラ
ン

施
設
を
利
用
し
て
ペ
ッ
ト
の
避

難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
検

討
会
等
で
議
論
を
深
め
て
ま
い

り
た
い
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
と
な
る
（
仮
称
）
東

阿
田
西
阿
田
線
の
今
後
の
具
体
的

な
整
備
計
画
並
び
に
完
了
時
期
に

つ
い
て

伊
谷　

整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
整
備
部
長　

平
成
31
年
度

末
を
目
途
に
用
地
買
収
を
完
了

し
、
供
用
開
始
に
向
け
て
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
た
い
。

み
ど
り
園
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て


